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未来医科学研究会39回大会を2016年5月21日
に星陵会館にて無事終了することができました。

講演して頂いた先生方、大会運営に関わるス
タッフの皆様、そして参加して頂いた方々に感謝
申し上げます。

今回の大会テーマは「JAPAN WAY 先端医療
で未来を照らせ」とさせて頂きました。「JAPAN 
WAY」とは2015年にイングランドで開催された
ラグビーワールドカップで世界中を沸かせた日本
代表チームヘッドコーチのエディー・ジョーンズ
氏が示した方針です。世界と同じ路線で戦ってい
ては勝てない。日本だけの道（JAPAN WAY）を
作り、世界とは違う路線で戦う必要がある。日本
人の俊敏性、勤勉性、チームワークを活かして戦
うとともに、日々の生活の中から『勝つこと』を
意識し、JAPAN WAYを実践することをモッ
トーとしたものです。我々もJAPAN WAYのご
とく海外とは異なる手法や仕組みで日本発の先端
技術を開発して多くの患者さんを助け、医療に貢
献したいと思います。

但し、先端技術と言っても100年前に2000年の
世界を予測したイメージが示すように、その殆ど

は現代から見ればほとんどビックリするようなも
のではなく、未来の予測は過去、現在の延長線上
だけでは計り知れません。でも、未来は突然やっ
てくるのではなく、未来は過去と現在の延長線上
にあり、未来予測には過去と現在を知ることが一
番の近道であることも事実です。

エディー・ジョーンズ氏は、2012年に全日本
のヘッドコーチに就任すると、「JAPAN WAY」
で2015年にトップ10入り、2019年にトップ8入
り、という具体的な目標（未来予測）を掲げると
ともに、日本人の特性を伸ばすための豊富な練習
量と相手の弱点を見つけそこに付け入るための入
念な作戦に基づいた準備を徹底して行いました。
その結果、2015年のラグビーのワールドカップ
での大逆転が生まれたのです。つまり、未来を予
測しそれを実現するためには、未来に向けての目
標が明確であるとともに周到で綿密な準備（計
画）と各ステージで実現すべき一連のタスクの実
行が不可欠なのです。

さて本大会を振り返ってみて、招待講演の平田
先生からは「体内埋込型ブレイン・マシン・イン
ターフェースの開発」について解説して頂きまし
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た。海外では脳組織に直接剣山のような電極を差
し込んで信号を取り出し患者の意志でロボット
アームを動かす手法が進められていますが、電極
が脳組織にダメージを与えて長期利用の面で問題
があります。一方、平田先生等は多数の電極を脳
表面に配置することで脳に直接的なダメージを与
えずに長期的に安定して信号を取り出す手法を開
発中です。弊社もこの開発に一枚加わっています
が、患者目線を優先した世界に誇る研究開発であ
ると期待しています。

特別講演の小池先生からは、全体を見る「鳥の
眼」、細部を見つめる「虫の眼」、流れをつかむ「魚
の眼」のお話を頂きました。まさに未来を予測し
それを実現するために必要不可欠な見方、考え方
です。講演当時は国会議員であった小池先生は現
在は東京都知事として、「鳥の眼、虫の眼、魚の
眼」で未来の東京を俯瞰し、未来を創出しようと
されています。益々のご活躍を期待致します。

講演して頂いた個々先生方の発表内容について
は本誌の紙面に譲るとして、ご講演の中で随所に
未来に挑戦するための具体的な課題とその解決の
ための準備（計画）が述べられていた様に思いま
す。あとは計画通りに各ステージでの成果を実現
することで、未来がグッと現実的なものに近づい
てくるのではないでしょうか。

一方、未来を担う若手研究者や技術者の育成も
喫緊の課題です。東京女子医科大学のバイオメ
ディカル・カリキュラム（BMC）はすでに半世紀
近く前にスタートし、企業を中心としたその卒業
生はすでに数千人規模となっています。日本の医
療機器産業界においてこの卒業生たちの寄与や貢
献度は計り知れません。アカデミアと企業、医師
とエンジニアとの垣根を超えた融合なくして新技
術開発はなかなか進みませんが、この半世紀の歴
史と経験と成果は米国のバイオデザインプログラ
ムにも決して引けをとりません。但し、BMC自

体も世の中の変化を捉え、「JAPAN WAY」の如
く新たに挑戦すべき方向性をいち早く予測し、そ
の実現に向けての日々の改善・改良の努力を忘れ
てはいけません。

最後になりましたが、本大会の開催にあたり、
多大な御尽力を賜りました先端生命医科学研究所
の先生及びスタッフの皆様に厚くお礼を申し上げ
ます。
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